
（1）2009.6ﾕ0 大阪から公害をなくす会ニュース

☆公害による健康被害

　を許すな!

☆自然環境･生活．、

　環境の破壊を〆%レ

　許すな!　　　　゛べ↓

モズ

画橋本正弘
Ｘ

　
中
期
目
標
政
府
案
の
性
格

　
も
う
皆
さ
ん
も
何
度
と
な
く
ご
覧

に
な
っ
た
と
・
思
い
ま
す
が
、
内
閣
官

房
は
４
月
、
中
期
目
標
に
つ
い
て
表

の
よ
う
な
６
つ
の
選
択
肢
を
公
表
し

ま
し
た
。
表
を
見
て
筆
者
が
読
み
取

る
点
は
以
下
で
す
（
囲
み
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
四
次
報
告
も
参
照
）
。

　
第
―
に
、
達
成
さ
れ
る
べ
き
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
提
起
が
上
位
目
標
と
し
て
シ
ッ

ｒ　　　　　　　　　　　　　Ａｉ

’　　　　＿　　　　・　ｘ

且且四ス

　
し
ば
ら
く
温
暖
化
問
題
を
取
り
上

げ
ま
す
。
今
回
は
、
京
都
議
定
書
計

画
（
約
束
期
間
0
8
～
1
2
年
）
に
続
く
。

次
の
削
減
計
画
に
係
る
日
本
の
中
期

目
標
（
２
０
２
０
年
）
政
府
案
に
つ

い
て
で
す
。

　
第
２
に
、
選
択
肢
は
。

い
ず
れ
も
「
長
期
子
不

ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」

（
『
見
通
し
』
と
い
う
）

を
基
本
に
し
て
削
減
対

策
を
考
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う

に
「
見
通
し
」
は
、
経

済
成
長
率
見
通
し
な
ど

に
基
づ
い
て
作
ら
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
『
見
通

し
』
は
現
在
の
経
済
産

業
構
造
や
子
不
ル
ギ
ー

体
系
を
前
提
に
し
て
経

済
成
長
政
策
を
続
け
よ

う
と
す
る
子
不
ル
ギ
ー

需
給
計
画
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
温
暖
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〈中期目標〉の選択肢 2020年日本の削減目標

①｢長期エネルギー需給見通し｣の

　努力継続ケースで削減進める
90年比

　一一05年比

十4％

-４％

②先進国全体で25％減、

　国別目標は限界削減費用均等で配分

90年比 十1～-5％

05年比 -6～-12％

③｢長期エネルギー需給見通し｣

　最大導入ケ一スを改訂して削減進める
　　　　　　-一一

90年比 -7％

05年比 -14％

④先進国全体で90年比25％減、

　国別目標はＧＤＰ当り対策費用均等で配分

90年比 -8～-17％

05年比 -13～-23％

⑤義務付けも含めて対策強化
90年比 -15％

05年比 -21～-22％

⑥先進国一律25%削減　　　　　　IM回回
-25％

-30％

米国の中期目標 05年比 -14％

EUの中期目標 90年比 -20％

〈注〉「長期エネルギー需給見通し」（2008年５月）とは、経産省総

合資源エネルギー調査会需給部会がまとめたもので、エネルギー技術

の効率改善や最先端技術の導入を織り込んだ2030年までのエネル

ギー需給の内容や構成を見通したもの。織り込みの程度を、既存技術

の延長線上で効率改善の努力し、耐用年数を迎える機器と順次入れ

替えていく努力継続ケース、及び新規導入の機器等を実用段階にある
最先端技術に入れ替える最大導入ケースとに分けて見通している。表

　　　　　　　　　　　　　　　一一

の選択肢①､③はこれらに基づいたもの。なおついでながら、この経度

省の「需給見通し」は見通しと呼んでいるが事実上はエネルギー需給

計画であり、日本のエネルギー政策といって過言でない影響力を持って

いる。

④地球温暖化対策の

　中期目標政府案をみる

　一米国並みの目標に落ち羞かせる仕掛け?－

カ
リ
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
選
択
肢
①
な
ど
は
先
進
国
全

体
で
9
0
年
比
９
～
1
8
％
し
か
減
ら
な

い
と
予
測
さ
れ
て
い
る
案
で
す
。
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
提
起
し
た
課
題
は
最
も
信

頼
す
べ
き
科
学
的
予
測
評
価
に
基
づ

い
た
も
の
で
す
。
そ
の
課
題
に
応
え

ら
れ
な
い
選
択
肢
で
は
温
暖
化
問
題

叔
和
の
展
望
は
望
み
得
ま
せ
ん
。
経

団
連
ら
は
①
を
主
張
し
て
い
ま
す
が

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
提
起
を
無
視
し
て
よ
い
と

考
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
大
企

業
の
存
続
を
人
類
生
存
環
境
よ
り
上

に
置
い
て
い
る
の
か
、
ど
ち
ら
か
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
主
張
と
い
え
ま

す
。

（
次
ペ
ー
ジ
４
段
目
に
つ
づ
く
）
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化
対
策
は
従
来
対
策

の
延
長
線
上
か
ら
飛

躍
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
の
従
来
対
策

の
成
果
は
ど
う
か
、

0
5
年
で
み
れ
ば
日
本

の
排
出
量
は
滅
る
ど

こ
ろ
か
9
0
年
比
７
・

７
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
第
３
に
、
対
策
実

施
に
か
か
る
費
用
を

最
重
視
し
て
選
択
肢

を
比
較
し
、
肝
心
の
、

選
択
肢
に
応
じ
て
変
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　　　　＜IPCC四次報告の提起＞

　IPCCとは国連環壇計画と世界気象機関が1988年

に設立した世夥IIIの研究者・専門家数千人が参加す

る組織。温暖化・気候変動の影響予測や対策などに

ついて、最も信頼すべき調査研究を進めており、そ

の第４次報告|‘2[X]7年jでIPCCは、温暖化による

破滅的な影響を避けるには、

●温室効果ガス排出量を2015年までにｇ－ク。以

　後減少へ転!こさせ、

●2020年までに先進|･|は90年比25ヽ一40％部』滅、

■2050年で90帛比50－80％削減する必要があｉ、

と提起Ｌた。一匯界の温暖化対策を論議する国連COP

は、これを受けて中期に当たる2020年削減計画を

　
　
　
－
‐
‐

一

今年12月のCOP15で方針を決めようとしています。｜
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